
添付資料

１．外部被ばくによる実効線量

　　福島第一原子力発電所にて放射線業務に従事した作業者の過去３ヶ月の外部被ば

　く線量分布（各月別の全入域者数）を表１に示す。

表１　外部被ばく線量

東電
社員

協力
企業

計
東電
社員

協力
企業

計
東電
社員

協力
企業

計

100超え 0 0 0 0 0 0 0 0 0

75超え～100以下 0 0 0 0 0 0 0 0 0

50超え～75以下 0 0 0 0 0 0 0 0 0

20超え～50以下 0 0 0 0 0 0 0 0 0

10超え～20以下 0 9 9 0 2 2 0 0 0

5超え～10以下 0 64 64 0 55 55 0 12 12

1超え～5以下 26 890 916 14 847 861 16 584 600

1以下 1023 7301 8324 1001 7211 8212 911 7151 8062

計 1049 8264 9313 1015 8115 9130 927 7747 8674

最大(mSv) 3.30 12.90 12.90 3.80 11.50 11.50 2.83 7.08 7.08

平均(mSv) 0.16 0.45 0.42 0.13 0.42 0.39 0.12 0.28 0.26

※ＡＰＤ値の積算値の積算型線量計による月間線量値への置き換えや、積算型線量計のみの着用者（例：免　

　震棟のみの作業者）の値の反映等により線量・人数が変動することがある。

２．外部被ばく線量と内部被ばく線量の合算値（実効線量）

　　福島第一原子力発電所にて放射線業務に従事した作業者の平成28年4月1日を始期とする

　 5年間の累積線量分布の7月末（H28.4～H29.7）と8月末（H28.4～H29.8）を表２に、

　 年度の累積線量分布の7月末（H29.4～H29.7）と8月末（H29.4～H29.8）を表３に示す。

表２　5年累積線量

東電
社員

協力
企業

計
東電
社員

協力
企業

計
東電
社員

協力
企業

計

100超え 0 0 0 0 0 0 0 0 0

75超え～100以下 0 0 0 0 0 0 0 0 0

50超え～75以下 0 4 4 0 6 6 0 2 2

20超え～50以下 0 507 507 0 562 562 0 55 55

10超え～20以下 48 1364 1412 53 1381 1434 5 17 22

5超え～10以下 109 1582 1691 112 1631 1743 3 49 52

1超え～5以下 456 4540 4996 470 4517 4987 14 -23 -9

1以下 1170 7374 8544 1168 7480 8648 -2 106 104

計 1783 15371 17154 1803 15577 17380 20 206 226

最大(mSv) 17.75 52.19 52.19 18.50 53.40 53.40 - - -

平均(mSv) 1.53 3.76 3.53 1.58 3.85 3.61 - - -

※ＡＰＤ値の積算値の積算型線量計による月間線量値への置き換えや、積算型線量計のみの着用者（例：免　

　震棟のみの作業者）の値の反映等により線量・人数が変動することがある。

※H23.10月以降、有意な内部取り込みは認められていない。
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表３　年度累積線量

東電
社員

協力
企業

計
東電
社員

協力
企業

計
東電
社員

協力
企業

計

100超え 0 0 0 0 0 0 0 0 0

75超え～100以下 0 0 0 0 0 0 0 0 0

50超え～75以下 0 0 0 0 0 0 0 0 0

20超え～50以下 0 14 14 0 19 19 0 5 5

10超え～20以下 0 223 223 0 307 307 0 84 84

5超え～10以下 6 598 604 14 664 678 8 66 74

1超え～5以下 174 1922 2096 197 2227 2424 23 305 328

1以下 1141 7382 8523 1139 7221 8360 -2 -161 -163

計 1321 10139 11460 1350 10438 11788 29 299 328

最大(mSv) 6.31 25.53 25.53 6.84 28.80 28.80 - - -

平均(mSv) 0.46 1.38 1.28 0.53 1.55 1.43 - - -

※ＡＰＤ値の積算値の積算型線量計による月間線量値への置き換えや、積算型線量計のみの着用者（例：免　

　震棟のみの作業者）の値の反映等により線量・人数が変動することがある。

３．特定高線量作業従事者の外部被ばく線量と内部被ばく線量の合算値（実効線量）

　　特定高線量作業従事者※１の累積線量分布を表４に示す。

表４　累積線量 （特定高線量作業従事者）

100超え

75超え～100以下

50超え～75以下

20超え～50以下

10超え～20以下

5超え～10以下

1超え～5以下

1以下

計

最大(mSv)

平均(mSv)

（H27.10月より特定高線量作業従事者としての届出は実施していないため、H27.9月までの表として記載）

※１ 特定高線量作業従事者

　　 電離放射線障害防止規則第７条の緊急被ばく限度（100ｍSv）が適用されるとされている作業に従事

　　する者。具体的には、発電所に属する原子炉施設並びに蒸気タービン及びその付属設備又はその周辺の

　　区域であって、その線量が１時間につき0.1ｍSvを超えるおそれのある場所において、原子炉施設若し

　　くは使用済燃料貯蔵槽を冷却する設備の機能を維持するための作業を行うとき又は原子炉施設の故障、

　　破損等により多量の放射性物質の放出のおそれのある場合に、これを抑制若しくは防止するための機能

　　を維持するための作業に従事する者を指す。

　　　なお、これまでの特定高線量作業従事者については東電社員のみが対象者である。

※２ 特定高線量作業従事者の人数は、H23.3月～H27.9月の間で、過去に1度でも特定高線量作業従事者に届

　　 出したことのある者である。

※３ ＡＰＤ値の積算値の積算型線量計による月間線量値への置き換えや、積算型線量計のみの着用者（例：

　　 免震棟のみの作業者）の値の反映等により線量・人数が変動することがある。

※４ H23.3月～H27.9月の累計の最大値（100超え）は、H25.7月に実施したＨ23.3月の内部被ばく線量を見

　　 直したことに伴うものである。

102.69

36.49

区分(mSv)
H29.4～H29.7月

区分(mSv)

129

51

1203

H29.4～H29.8月 増減

145

1

191

233

267

186

H23.3月～H27.9月

355121
タイプライターテキスト

355121
タイプライターテキスト

355121
タイプライターテキスト
２２

355121
タイプライターテキスト




